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きれいな芝生の校庭で行われた下郷地区運動会きれいな芝生の校庭で行われた下郷地区運動会

琴浦町は“県内の芝発
祥の地”です。県の事
業により東伯小学校の
校庭が芝生化されまし
た。さわやかな秋空の
下、元気な声がこだま
しました。



平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）

討　

論

反
対
討
論

高
塚
議
員

　

電
気
自
動
車
急
速
充
電
器
設

置
工
事
九
二
四
万
円
は
、
運
用

に
問
題
あ
り
。
も
う
少
し
動
向

を
見
る
必
要
が
あ
る
。

賛
成
討
論

な
し

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

討　

論

反
対
討
論

高
塚
議
員

　

百
年
に
一
度
の
経
済
危
機
の

中
、
補
助
金
の
見
直
し
が
不
十

分
。
同
和
関
連
事
業
も
改
善
さ

れ
て
い
な
い
。

反
対
討
論

青
亀
議
員

　

同
和
関
連
事
業
に
六
六
〇
〇

万
円
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。

反
対
討
論

石
賀
議
員

　

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
設
置

さ
れ
る
活
性
化
施
設
の
取
り
組

み
が
不
十
分
で
あ
る
。

賛
成
討
論

手
嶋
議
員

　

不
況
の
中
、
各
種
延
滞
金
の

徴
収
に
努
力
さ
れ
て
い
る
決
算

で
あ
る
。

賛
成
討
論

山
田
議
員

　

同
和
関
連
事
業
に
配
慮
さ
れ

て
い
る
決
算
で
あ
り
認
定
す
る
。

賛
成
討
論

井
木
議
員

　

執
行
部
の
努
力
に
対
し
て
認

定
す
る
。

賛
成
討
論

前
田
議
員

　

同
和
関
連
事
業
に
配
慮
し
た

決
算
で
あ
り
認
定
す
る
。

平
成
二
十
一
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

討　

論

反
対
討
論

青
亀
議
員

　

調
定
額
の
一
五
％
し
か
回
収

が
で
き
て
い
な
い
異
常
な
決
算

で
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。

反
対
討
論

高
塚
議
員

　

回
収
の
努
力
は
認
め
る
が
、

も
っ
と
抜
本
的
な
対
策
を
立
て
な

い
と
町
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論

武
尾
議
員

　

小
額
で
も
返
済
に
努
力
さ
れ

て
い
る
の
で
認
定
す
る
。

賛
成
討
論

石
賀
議
員

　

回
収
に
努
力
し
て
い
る
の
で

認
定
す
る
。

賛
成
討
論

前
田
議
員

　

地
区
内
で
償
還
対
策
委
員
会

な
ど
も
努
力
し
て
い
る
の
で
認

定
す
る
。

９月９月
定例会定例会

　

平
成
二
十
二
年
琴
浦
町
九
月
定
例
会
は
、
九
月
十
四
日
に
招
集
さ
れ
二
十
四
日
ま
で
の
十
一
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
、
町
長
提
出
議
案
の
一
括
上
程
、
提
案
理
由
説
明
及
び
各
委
員
会
へ
の
請
願
陳
情
の
審
査
付
託
が
行
わ
れ
、
二
日
目
は
、
九
名
の
議
員

が
十
八
項
目
に
わ
た
り
町
行
政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
、
三
日
目
は
、
平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
総
括
質
疑
を

行
い
、
各
常
任
委
員
会
に
議
案
審
査
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
の
二
十
四
日
は
、
平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
決
算
十
七
件
、
平
成
二
十
二
年

度
各
会
計
補
正
予
算
七
件
、
条
例
一
件
、
そ
の
他
三
件
、
議
員
提
出
四
件
を
慎
重
に
審
議
し
原
案
の
と
お
り
可
決
、
認
定
及
び
同
意
し
ま
し
た
。

平成2１年度決算を認定平成2１年度決算を認定
町長提出議案は全て認定・可決・同意町長提出議案は全て認定・可決・同意

　一般会計決算は、歳入104億9646万円（前年度対比11.1％増）　一般会計決算は、歳入104億9646万円（前年度対比11.1％増）
　歳出102億4324万円（前年度対比11.9％増）となった。　歳出102億4324万円（前年度対比11.9％増）となった。

平成22年度一般会計補正予算は
２億1549万円増額で総額103億8333万円となった。

平成22年度一般会計補正予算（第４号）の主な内容
主な内容 補正額

財政調整基金積立金 1200万円
公有財産購入費（定期借地権住宅用地５区画分） 2927万円
東伯・赤碕文化センターLED照明設置工事費 580万円
逢束保育園外壁修繕料 241万円
子宮頸がんワクチン接種助成 409万円
電気自動車急速充電器設置工事 924万円
県緑の産業再生プロジェクト事業補助金（全額国費） 4800万円
アテナロケ支援・活用琴浦町実行委員会補助金 310万円
消防自動車購入費 2101万円
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平成22年琴浦町　第７回定例会（９月14日～24日）
区　分 議案名 補正額 補正後 審議結果

補
正
予
算

平成22年度琴浦町一般会計補正予算（第４号） ２億1549万円増 103億8333万円 原案可決 △
平成22年度琴浦町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 3119万円増 22億2612万円 原案可決 ○
平成22年度琴浦町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 38万円増 ２億6126万円 原案可決 ○
平成22年度琴浦町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 216万円増 11億 285万円 原案可決 ○
平成22年度琴浦町介護保険特別会計補正予算（第２号） 2669万円増 20億2712万円 原案可決 ○
平成22年度琴浦町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 51万円増 １億9783万円 原案可決 ○

平成22年度琴浦町水道事業会計補正予算（第２号）

収益的収入 305万円増 ２億7111万円

原案可決 ○
収益的支出 283万円増 ２億4723万円
資本的収入 148万円増 ３億1485万円
資本的支出 148万円増 ３億6585万円

歳入総額 歳出総額

決　
　

算

平成21年度琴浦町一般会計歳入歳出決算認定 104億9646万円 102億4324万円 認　　定 △
平成21年度琴浦町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 22億8040万円 22億4191万円 認　　定 ○
平成21年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定 3200万円 １億  24万円 認　　定 △
平成21年度琴浦町老人保健事業特別会計歳入歳出決算認定 532万円 532万円 認　　定 ○
平成21年度琴浦町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 ４億3739万円 ４億3480万円 認　　定 ○
平成21年度琴浦町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 10億6579万円 10億5678万円 認　　定 ○
平成21年度琴浦町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 20億3557万円 20億2045万円 認　　定 ○
平成21年度琴浦町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 １億9312万円 １億9303万円 認　　定 ○
平成21年度琴浦町八橋財産区特別会計歳入歳出決算認定 ２万円 0 認　　定 ○
平成21年度琴浦町浦安財産区特別会計歳入歳出決算認定 １万円 0 認　　定 ○
平成21年度琴浦町下郷財産区特別会計歳入歳出決算認定 （180円） 0 認　　定 ○
平成21年度琴浦町上郷財産区特別会計歳入歳出決算認定 0 0 認　　定 ○
平成21年度琴浦町古布庄財産区特別会計歳入歳出決算認定 （376円） 0 認　　定 ○
平成21年度琴浦町赤碕財産区特別会計歳入歳出決算認定 2071万円 75万円 認　　定 ○
平成21年度琴浦町成美財産区特別会計歳入歳出決算認定 346万円 20万円 認　　定 ○
平成21年度琴浦町安田財産区特別会計歳入歳出決算認定 1246万円 91万円 認　　定 ○

平成21年度琴浦町水道事業会計歳入歳出決算認定

収益的収入 ２億7003万円

認　　定 ○
収益的支出 ２億3594万円
資本的収入 ３億6078万円
資本的支出 ５億2348万円

条　例 琴浦町国民健康保険条例の一部改正 原案可決 ○

そ
の
他

山川辺地に係る総合整備計画の変更 原案可決 ○
教育委員会委員の任命につき同意を求めること 同　　意 ○
教育委員会委員の任命につき同意を求めること 同　　意 ○

議
員
提
出

公契約法制定等を求める意見書の提出 原案可決 ○
最低賃金法の抜本改正と安定雇用の創出、中小企業支援策の拡充・強化を求める意見書の提出 原案可決 ○
年休受給資格期間を25年を10年に短縮を求める意見書の提出 原案可決 ○
2011年度国家予算に関する意見書の提出 原案可決 ○

請願・陳情 請願１件、陳情10件（16ページ参照）
○印 全会一致で可決　　△印 賛成多数で可決

○教育委員会委員
　任期満了に伴う前任者の後任として琴浦町湯坂　高塚良平氏（新任）を、また、前任者の退任に伴
う後任として琴浦町赤碕　前畑一子氏（新任）を任命することについて同意しました。

人　事
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臨 時 会
　第５回臨時議会が招集され、下記議案を慎重に審議し、原案のとおり可決、承認しました。
　一般会計補正予算（第３号）は７億6432万円増額され、総額101億6783万円となった。

平成22年琴浦町　第５回臨時会（７月30日）
区　分 議　案　名 補正額 補正後 審議結果
専　決 平成22年度琴浦町一般会計補正予算（第２号） 590万円増 94億 350万円 承　　認

予　算

平成22年度琴浦町一般会計補正予算（第３号）
主な補正内容
　・八橋認定こども園新築事業　５億7300万円
　・東伯中学校プール改築工事　１億7000万円

７億6432万円増 101億6783万円 原案可決

その他
建設工事請負契約の締結（東伯中学校大規模改修工事　8022万円） 原案可決
町道路線の認定、廃止（３件） 原案可決

　第６回臨時議会が招集され、下記議案を審議し原案通り可決しました。

平成22年琴浦町　第６回臨時会（８月26日）
区　分 議　案　名 審議結果

その他
建設工事請負変更契約の締結
（琴浦町音声告知・防災行政無線システム導入整備工事　1221万円減額） 原案可決

人権擁護委員に対しての意見を求めること 適任である

　

麟
蹄
郡
の
招
待
を
受
け
十
月
五
日
か

ら
八
日
に
か
け
て
、
議
会
か
ら
前
田
議

員
、
語
堂
議
員
の
二
名
、
そ
の
他
町
長

な
ど
総
勢
十
名
が
訪
問
団
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
江
文
化
祭
は
、
麟
蹄
郡
地

区
の
軍
隊
の
六
十
周
年
記
念
祭
と
合
同

で
開
催
さ
れ
、
軍
楽
隊
の
演
奏
な
ど
あ

り
盛
大
な
も
の
で
し
た
。

　

郡
守
を
は
じ
め
と
し
て
た
く
さ
ん
の

方
た
ち
と
交
流
が
で
き
、
大
変
意
義
の

あ
る
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

 

語
堂
正
範　

議
員

韓
国
江
原
道
麒
蹄
郡

 

合
江
文
化
祭
訪
問

カ
ン

オ
ン

ド
ウ

イ
ン

ジ
ェ

グ
ン

ハ
ッ

カ
ン

合江とは？
　

会
場
が
河
の
合
流
地
点
に
位

置
す
る
こ
と
か
ら
「
河
の
合
流

す
る
場
所
」
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
文
化
祭
は
、
日
本
で
い
う

体
育
祭
の
よ
う
な
も
の
で
、
シ

ル
ム
（
韓
国
相
撲
）
な
ど
い
ろ

ん
な
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

議
会
か
ら
二
名
、
交
流
を
深
め
る

合江文化祭での踊り

麟蹄郡第３軍団のフリップ
ボードを使ったマスゲーム

麒蹄郡大学生と語堂議員
韓国相撲で交流
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問 QQ ＆AA
しつもん

と

こたえ

藤本則明 議員

保育園を統廃合するのか

統廃合を目指す方針である 山下町長

　
　
　
　

答
申
の
内
容
を
尊

重
し
、
将
来
を
展
望

す
る
中
で
大
切
に
扱
う
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
統
廃
合
の
進
め

方
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
皆

さ
ん
と
の
話
し
合
い
の
積
み

上
げ
の
中
で
ご
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
努
力
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

結
論
的
に
統
廃
合
を
目
指

す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
は
方

針
と
し
て
明
確
に
申
し
上
げ

た
い
。

A

　
　
　
　

琴
浦
町
保
育
園
・

幼
稚
園
あ
り
方
審
議

会
の
最
終
答
申
は
、
あ
く
ま

で
も
諮
問
機
関
の
参
考
意
見

で
あ
る
。
保
育
園
の
統
廃
合

に
つ
い
て
は
、
議
会
、
保
護

者
会
、
地
域
住
民
な
ど
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
検
討
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
統
廃
合
を
前

進
さ
せ
る
の
は
、
広
く
町
民

に
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。
統

廃
合
は
必
要
な
い
と
考
え
る

が
、町
長
の
思
い
を
伺
い
た
い
。

Q

　
　
　
　

今
回
三
回
目
の

婚
活
ツ
ア
ー
の
実

施
と
な
っ
て
お
り
、
実
施

に
向
け
て
赤
碕
漁
協
へ
参

加
要
望
を
打
診
し
て
い

る
。
結
果
と
し
て
参
加
希

望
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
も
漁
業
者
や

関
係
団
体
の
要
望
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
対
象
の
輪
を

広
げ
る
形
で
の
取
り
組
み

を
し
て
い
き
た
い
。

A

　
　
　
　

農
業
後
継
者
に

は
何
度
か
「
く
る

く
る
ツ
ア
ー
」
な
る
婚
活

ツ
ア
ー
的
な
場
を
設
定
さ

れ
て
い
る
。

　

我
が
町
は
、
農
業
と
と

Q 漁業後継者に「婚活ツアー」の
設定をしてほしい  藤本議員

要望を踏まえて対象の輪を広げたい 山下町長

も
に
漁
業
も
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
と
言
っ
て
過
言

で
は
な
い
。
ぜ
ひ
と
も
漁

業
に
励
む
若
者
に
も
そ
の

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

統合に向けた増改築が見送られた浦安保育園
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小
学
校
の
統
合
に

つ
い
て
二
つ
の
「
提

言
」
が
出
さ
れ
、「
少
人
数

学
級
の
弊
害
」「
競
争
力
の

低
下
」
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
わ
が
町
の
小
学
校

で
事
実
と
し
て
そ
の
よ
う
な

弊
害
が
あ
る
の
か
。

　

ま
た
「
財
政
面
か
ら
合
併

は
緊
急
の
問
題
」
と
指
摘
し

て
い
る
が
、
学
校
を
統
廃
合

す
れ
ば
財
源
補
償
で
あ
る
基

準
財
政
需
要
額
は
大
幅
に
減

り
、
財
源
を
返
上
す
る
こ
と

に
な
り
、学
校
の
統
廃
合
は
、

逆
に
財
源
を
掘
り
崩
す
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Q

青亀壽宏 議員

　
　
　
　

小
学
校
適
正
規

模
・
配
置
審
議
会

の
審
議
の
内
容
は
、
子
ど

も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え

て
い
ろ
ん
な
視
点
か
ら
協

議
さ
れ
て
お
り
、
答
申
は

諮
問
の
方
向
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

答
申
に
は
十
年
後
の
小

学
校
の
あ
る
べ
き
姿
が
示

さ
れ
て
お
り
、
一
方
で
、

小
規
模
化
が
進
む
現
実
へ

の
対
応
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
現
在
、
答
申
を
土

台
と
し
て
教
育
委
員
会
に

お
い
て
教
育
行
政
の
方
向

を
協
議
し
て
お
り
、
そ
の

結
果
を
受
け
て
町
と
し
て

判
断
し
、
議
会
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

A

　
　
　
　

小
学
校
適
正
規

模
・
配
置
審
議
会

は
諮
問
さ
れ
た
「
活
力
あ

る
小
学
校
教
育
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
答
え
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
答

申
は
、
十
二
学
級
か
ら

十
八
学
級
を「
適
正
規
模
」

と
い
う
が
本
末
転
倒
の
考

え
方
で
、
学
校
の
位
置
は

「
教
育
上
適
切
な
環
境
」

Q 10年先のことは後輩に任せよう
 青亀議員

答申を尊重して進めたい 山下町長

に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

十
年
先
の
小
学
校
の
統

廃
合
は
、
こ
れ
か
ら
町
政

を
担
う
で
あ
ろ
う
後
輩
に

任
せ
よ
う
で
は
な
い
か
。

　
　
　

永
田
教
育
長

　

少
人
数
学
校
の
出

A
　
　
　

山
下
町
長

　

小
学
校
の
統
廃
合

に
よ
り
基
準
財
政
需
要
額
は

減
額
と
な
り
、
普
通
交
付
税

も
減
額
と
な
る
。

　

し
か
し
、
一
方
、
町
の
施

設
の
経
常
的
な
維
持
管
理
費

や
、
定
期
的
に
大
規
模
な
改

修
や
改
築
と
い
う
歳
出
を
五

年
と
か
十
年
と
い
う
時
間
で

ト
ー
タ
ル
的
に
考
え
た
と

き
、
普
通
交
付
税
の
減
額
よ

り
歳
出
の
減
額
の
効
果
の
方

が
よ
り
大
き
い
で
あ
ろ
う
と

判
断
を
し
て
い
る
。

A

身
児
童
は
多
く
の
人
の
前
で

話
し
た
り
活
動
し
た
り
す
る

機
会
が
少
な
く
、
中
学
校
生

活
に
慣
れ
る
の
に
時
間
が
か

か
り
、
な
か
な
か
力
が
発
揮

で
き
な
か
っ
た
り
、
不
登
校

に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
中
学
校
生
活
へ
の
適

応
な
ど
に
つ
い
て
も
心
配
す

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
て
、
少
人
数
学
校
・
学
級

に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
る
教
育
課

題
が
顕
在
化
し
な
い
よ
う
に

各
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
教

育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

小学校基準財政需要額パネル

少人数の弊害はあるのか
統合は財源返上では？

長期的な視点で財政の効果が
あると認識している 山下町長

懸念される教育課題への
取り組み 永田教育長

小学校統廃合
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重
度
障
が
い
者
一

級
、
二
級
の
在
宅
介

護
世
帯
五
十
二
世
帯
に
つ
い

て
、
国
の
制
度
も
あ
る
が
、

不
十
分
で
あ
る
の
で
、
町
独

自
の
助
成
を
求
め
た
が
、
そ

の
後
ど
う
対
応
さ
れ
た
の
か

伺
う
。

　

町
民
は
も
と
よ
り
町
外
、

県
外
の
方
に
利
用
さ
れ
る
立

寄
り
型
観
光
温
泉
を
設
置
さ

れ
た
い
。
町
長
の
意
見
を
伺

う
。

　

活
性
化
施
設
は
四
月
に
土

地
確
保
さ
れ
て
い
る
の
に
、

造
成
工
事
な
ど
の
発
注
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。
説
明
を
求

め
る
。

　

活
性
化
施
設
の
出
店
場
所

の
変
更
に
つ
い
て
、
行
政
は

ど
う
取
り
組
ま
れ
た
の
か
経

過
の
説
明
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
課
長
が

活
性
化
施
設
の
会
議
に
出
席

し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

Q

　
　
　
　

現
在
、
特
別
障
が

い
者
手
当
な
ど
が
支

給
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
手

当
に
町
費
を
若
干
上
乗
せ
し

て
支
給
す
る
こ
と
を
検
討
中

で
あ
る
。

　

温
泉
は
、
大
体
千
㍍
掘
る

と
一
億
円
ぐ
ら
い
か
か
る
と

い
う
こ
と
で
、
町
の
財
政
状

況
に
か
ん
が
み
て
、
慎
重
に

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
温
水

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

い
ろ
検
討
す
べ
き
と
思
っ
て

い
る
。

　

活
性
化
施
設
の
土
地
に
つ

い
て
は
、
土
地
収
用
法
な
ど

の
法
律
関
係
を
き
ち
ん
と
協

議
し
て
契
約
、
造
成
な
ど
に

か
か
り
た
い
。
地
元
の
関
係

者
に
は
説
明
を
し
て
理
解
を

得
て
い
る
。

　

出
店
の
場
所
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
い
ろ
ん
な
調
整
を

重
ね
て
関
係
者
の
中
で
合
意

の
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。

　

農
林
水
産
課
と
の
協
議
に

つ
い
て
は
、
当
然
連
携
を
密

に
と
っ
て
情
報
を
共
有
し
て

い
る
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

A

　
　
　
　

地
籍
調
査
が
進
ん

で
い
る
。
地
籍
調
査

に
よ
り
境
界
が
確
定
す
れ

ば
、
水
害
な
ど
で
土
地
が
流

さ
れ
て
も
簡
単
に
境
界
が
復

元
で
き
る
こ
と
が
利
点
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
「
基
準
点
」
が
下
水

道
工
事
な
ど
の
た
め
に
失
わ

れ
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ

る
。

　

町
の
「
知
的
財
産
」
と
し

て
保
護
・
復
元
の
処
置
を
徹

底
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Q
　
　
　
　

琴
浦
町
地
籍
調
査

標
識
等
の
管
理
保
護

A

地籍調査「基準点」保護・復元せよ  青亀議員

説明会などで保全をお願いしている 山下町長

石賀　榮 議員

再 度 質 問 す る

検討、対応している 山下町長

に
関
す
る
規
程
を
設
け
、
基

準
点
の
管
理
を
し
て
い
る
。

　

毎
年
度
実
施
し
て
い
る
一

筆
地
調
査
の
実
施
前
の
地
元

説
明
会
に
お
い
て
、
基
準
点

や
境
界
点
の
保
全
に
つ
い

て
、そ
の
必
要
性
を
説
明
し
、

関
係
者
で
の
保
全
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
年
関
係
機
関
に

地
籍
調
査
実
施
計
画
を
お
知

ら
せ
し
、
計
画
区
域
の
公
共

事
業
や
留
意
事
項
を
報
告
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
町
の

工
事
発
注
先
な
ど
に
も
適
切

な
指
示
を
し
て
基
準
点
の
保

護
に
努
め
た
い
。
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小椋正和 議員

観光振興はどうなっているか

農林水産業の活性化と一体的に考えていきたい
 山下町長

　
　
　
　

観
光
行
政
の
将
来

計
画
と
推
進
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

琴
浦
ぐ
る
め
ス
ト
リ
ー
ト

で
の
国
道
九
号
活
性
化
支
援

は
。

　

万
本
桜
公
園
の
桜
植
栽
計

画
は
。

Q

　
　
　
　

町
の
観
光
の
将
来

展
望
を
含
め
た
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
は
非
常
に
難
し
い

問
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

今
の
段
階
で
は
鳥
取
大
学
、

農
商
工
連
携
、
町
民
参
画
型

で
一
つ
一
つ
の
も
の
を
大
切
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
よ

う
な
手
法
で
考
え
て
い
る
。

　

万
本
桜
の
植
栽
は
育
成
管

理
に
か
な
り
の
労
力
、
経
費

を
費
や
し
て
い
る
。
新
た
な

植
栽
は
、
今
後
の
管
理
の
あ

り
方
も
含
め
地
元
の
皆
さ
ん

と
研
究
を
進
め
た
い
。

　

鱒
返
し
の
滝
へ
の
遊
歩
道

な
ど
の
新
設
計
画
は
、
事
業

申
請
に
い
た
ら
な
か
っ
た
経

過
が
あ
る
が
、
今
後
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

大
山
滝
遊
歩
道
整
備
は
引

き
続
き
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

　

ダ
ム
堤
下
広
場
は
、
管
理

者
の
了
解
に
よ
り
実
施
管
理

が
可
能
で
あ
れ
ば
検
討
し
て

み
た
い
。

A

　
　
　
　

八
月
に
は
芦
屋

の
市
役
所
を
訪
れ

た
り
、
大
阪
の
商
店
街
を

訪
問
し
た
り
し
て
い
る
。

町
と
し
て
ど
う
い
う
こ
と

が
で
き
る
の
か
慎
重
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

い
ろ
ん
な
壁
や
困
難
が

あ
る
と
思
う
が
、
農
林
水

産
業
の
閉
塞
状
況
を
打
破

し
て
い
く
た
め
に
は
、
前

向
き
に
積
極
的
に
検
討
し

て
い
く
時
期
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

A

　
　
　
　

魚
は
日
本
人
の

食
生
活
と
健
康
に

欠
か
せ
な
い
。
そ
の
漁
業

が
燃
油
価
格
の
高
騰
で
経

営
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ

て
い
る
。
い
ま
だ
デ
フ
レ

か
ら
脱
却
で
き
な
い
我
が

国
の
経
済
状
況
の
も
と

で
、
農
業
者
、
漁
業
者
が

危
機
に
直
面
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
手

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
よ
る
低

価
格
で
あ
る
。
輸
入
品
の

野
放
し
と
並
ん
で
、
農
業
、

Q 関西方面に直売所を
設置されたい  石賀議員

前向きに検討する時期である
 山下町長

漁
業
の
不
振
を
招
い
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
関
西

方
面
に
直
売
所
を
町
独
自

に
開
設
さ
れ
た
い
。

　

桜
の
後
に
続
く
つ
つ
じ
、

ア
ジ
サ
イ
、
さ
る
す
べ
り
の

植
栽
は
計
画
さ
れ
な
い
か
。

　

鱒
返
し
の
滝
へ
の
渓
流
沿

い
遊
歩
道
、
展
望
台
へ
の
車

道
の
新
設
計
画
は
。

　

大
山
滝
へ
の
遊
歩
道
再
整

備
の
新
設
計
画
は
。

　

船
上
山
ダ
ム
堤
体
下
広
場

を
芝
生
化
し
て
多
目
的
に
活

用
さ
れ
な
い
か
。

船上山万本桜
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豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
の
記
念
放
流
活

動
で
ヒ
ラ
メ
の
放
流
を
し
て

Ｐ
Ｒ
を
し
た
り
、
地
域
の
た

め
池
に
フ
ナ
の
放
流
事
業
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も

水
産
振
興
な
ど
の
開
催
の
折

に
ア
ピ
ー
ル
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　

植
樹
祭
開
催
に
つ
い
て

は
、
ぜ
ひ
船
上
山
で
と
い
う

こ
と
で
強
く
要
望
し
て
き
た

が
、
駐
車
場
な
ど
の
確
保
や

宿
泊
地
な
ど
の
交
通
ア
ク
セ

ス
、
警
備
の
関
係
な
ど
で
他

A

　
　
　
　

今
回
、
課
の
枠
を

超
え
た
連
携
、
連
帯

と
い
う
こ
と
で
、
職
場
の
若

A
　
　
　
　

事
業
の
再
点
検
、

新
規
事
業
の
構
築
、

町
民
へ
の
対
応
、
資
質
の
向

上
を
図
る
上
に
も
各
課
の
枠

を
超
え
て
横
の
連
携
強
化
を

推
進
す
る
た
め
に
、
若
い
職

員
を
中
心
と
す
る
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
設
さ
れ
な

い
か
。

Q

全国的イベントで町を
PRしてはどうか  小椋議員

県にも要望、提起していきたい
 山下町長

と
比
較
し
て
適
地
と
な
ら

な
か
っ
た
。

　

植
樹
祭
に
向
け
て
は
、

植
林
事
業
や
環
境
美
化
活

動
な
ど
で
町
の
ア
ピ
ー
ル

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

皇
室
の
招
聘
に
つ
い
て

は
会
場
候
補
地
の
選
定
の

条
件
項
目
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
や
基
準
が
あ
り
な

か
な
か
難
し
い
も
の
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
が
、
今

後
い
ろ
ん
な
形
で
の
働
き

か
け
や
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

町職員の活性化について  小椋議員

組織が機能するように留意したい 山下町長

　
　
　
　

平
成
二
十
三
年

開
催
の
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
で
の
町

の
Ｐ
Ｒ
、
情
報
発
信
は
。

平
成
二
十
五
年
に
全
国
植

樹
祭
が
開
催
さ
れ
る
が
、

中
部
で
の
開
催
は
見
送
ら

れ
た
。
招
致
対
策
は
万
全

で
あ
っ
た
の
か
。

　

植
樹
祭
に
向
け
て
町
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
の
対
応
は
。

　

皇
室
の
琴
浦
町
へ
の
招

聘
は
な
さ
れ
な
い
の
か
。

Q

い
職
員
や
男
女
共
同
参
画
の

視
点
を
考
慮
し
な
が
ら
琴
浦

町
自
治
基
本
条
例
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
の
予
定
で
は
、
課
長

補
佐
を
中
心
に
し
た
職
場
の

活
性
化
と
い
う
も
の
を
ど
う

い
う
ふ
う
に
図
っ
て
い
け
ば

い
い
の
か
、
そ
う
い
う
視
点

で
の
組
織
も
新
た
に
立
ち
上

げ
よ
う
か
と
話
を
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

海づくり大会開催記念ヒラメの放流（赤碕港）

若手職員で構成された自治基本条例プロジェクトチームの研修風景
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永
田
教
育
長

　

同
和
問
題
を
解

決
す
る
上
で
、
雇
用
を
確

保
し
、
生
活
基
盤
の
安
定

を
図
る
と
い
う
こ
と
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
未
就

学
や
中
途
退
学
は
就
職
へ

の
大
き
な
妨
げ
と
な
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
解
消
を
目

的
と
し
た
進
学
奨
励
金
給

付
事
業
な
ど
で
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
は
見
直
し
に

よ
り
所
得
制
限
を
導
入

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
対
象
者
を
全

町
に
拡
充
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
ど
う
か
、
予
算

面
や
制
度
面
か
ら
そ
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。

A

　
　
　
　

部
落
差
別
は
も
と

よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
な
く
す
る
教
育
や
事
業

は
必
要
で
あ
る
が
、
対
象
部

落
や
そ
の
出
身
者
に
対
し

て
、
保
育
料
、
幼
稚
園
授
業

料
、
固
定
資
産
税
の
減
免
、

高
校
・
大
学
な
ど
の
進
学
や

就
職
に
対
す
る
奨
励
金
、
小

中
学
生
の
学
習
会
な
ど
が
今

も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
様

な
事
業
が
差
別
解
消
に
つ
な

が
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
見

直
し
ま
た
は
一
般
化
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

Q
　
　
　

山
下
町
長

　

町
で
は
、
毎
年
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
実

施
計
画
の
成
果
と
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
評
価
、
点
検
、

そ
し
て
見
直
し
を
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
町
民
税

の
減
免
措
置
の
停
止
や
固
定

資
産
税
の
減
免
措
置
対
象
者

の
所
得
制
限
の
導
入
な
ど
見

直
し
な
ど
を
図
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

い
ろ
ん
な
見
解
が
あ
る

A

同和教育関連事業は見直しを  高塚議員

継続すべきだが見直しも 山下町長 成果を踏まえ検討をしている
 永田教育長

が
、
こ
の
事
業
は
継
続
す

べ
き
と
思
う
し
、
も
ち
ろ

ん
見
直
し
は
必
要
だ
と
思

う
。

　
　
　
　

現
在
の
役
場
は
、

本
庁
舎
、
赤
碕
分
庁

舎
、
ま
な
び
タ
ウ
ン
の
三
カ

所
に
分
散
し
不
便
で
あ
る
。

新
庁
舎
も
現
状
の
三
分
庁
方

式
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

本
庁
舎
一
本
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
五
十
年
百
年
先
を

考
え
、
も
っ
と
住
民
の
意
見

を
聞
く
必
要
が
あ
る
が
、
全

く
聞
か
れ
て
い
な
い
。
今
年

度
末
に
は
、
高
速
道
路
も
開

通
し
交
通
体
系
も
大
き
く
変

わ
る
。
位
置
も
含
め
て
再
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Q
　
　
　
　

防
災
機
能
の
分
散

化
の
た
め
と
町
全
体

の
均
衡
あ
る
地
域
経
済
の
発

展
の
た
め
、
分
庁
舎
方
式
で

本
庁
舎
を
現
在
の
位
置
に
建

て
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ

ん
な
提
言
や
要
望
を
聞
い
た

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
広

く
理
解
を
求
め
る
た
め
に
説

明
な
ど
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

A

高塚　勝 議員

役場新庁舎は再検討すべき

分庁舎方式でご理解いただきたい 山下町長

分庁舎 まなびタウン 本庁舎
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本庁舎に各課を１本化すべきである

分庁舎方式でご理解いただきたい 山下町長

　
　
　
　

六
月
定
例
会
後
の

全
員
協
議
会
で
本
庁

舎
建
設
構
想
の
説
明
が
あ

り
、
赤
碕
分
庁
舎
の
農
林
水

産
課
を
は
じ
め
と
す
る
各

課
、
ま
な
び
タ
ウ
ン
の
教
育

委
員
会
も
現
状
の
ま
ま
、
現

在
、
本
庁
舎
に
あ
る
総
務
課

を
は
じ
め
と
す
る
各
課
だ
け

を
改
築
す
る
と
い
う
こ
で

あ
っ
た
。
数
十
億
円
を
使
っ

て
建
設
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
将
来
の
展
望
、
効
率
面

な
ど
色
々
な
観
点
か
ら
考
え

て
み
て
も
本
庁
舎
に
各
課
を

Q

　
　
　
　

防
災
機
能
の
充
実

や
地
域
の
活
性
化
、

経
済
的
な
均
衡
あ
る
地
域
の

発
展
を
考
え
た
と
き
、
や
は

り
分
庁
舎
方
式
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

十
月
下
旬
ぐ
ら
い
か
ら
は

町
内
に
出
た
り
し
て
説
明
し

た
り
、
理
解
を
求
め
た
り
、

要
望
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
っ
て
い
る
。

A

手嶋正巳 議員

一
本
化
す
る
べ
き
と
思
う

が
、町
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

議
会
で
の
指
摘
を

踏
ま
え
て
、
昨
年
度

よ
り
目
で
見
て
理
解
し
や
す

い
資
料
作
り
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
昨
年
か
ら

図
書
館
や
地
区
公
民
館
に
も

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
町
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
予
算
の
概
要
や

主
要
事
業
の
概
要
を
載
せ
て

い
る
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
町

民
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
事
業
計
画
書
な
ど

を
工
夫
す
る
よ
う
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

A

　
　
　
　

私
は
、
再
三
、
町

民
に
分
か
り
や
す
い

町
の
事
業
計
画
や
予
算
説
明

書
を
配
布
す
べ
き
と
先
進
事

例
を
あ
げ
て
提
言
し
て
き
た

が
、
検
討
す
る
だ
け
で
実
行

さ
れ
な
い
。

　

こ
の
様
な
情
報
は
、
町
民

に
は
知
ら
れ
た
く
な
い
の
か

な
と
疑
い
た
く
な
る
。

　

町
長
は
、
町
民
に
分
か
り

や
す
い
事
業
や
予
算
説
明
書

を
公
開
す
る
考
え
が
あ
る
の

か
。 Q

分かり易い事業説明書を  高塚議員

前向きに検討したい 山下町長

阿久根市予算ガイドブック
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語堂正範 議員

自治基本条例制定について

町民と一緒に十分議論、検討して策定したい
 山下町長

　
　
　
　

平
成
十
二
年
の
地

方
分
権
一
括
法
の
施

行
な
ど
、
地
方
分
権
改
革
の

進
展
に
よ
り
、
国
か
ら
地
方

へ
権
限
や
財
源
の
移
譲
が
進

む
中
、「
自
己
決
定
」「
自
己

責
任
」
に
基
づ
い
た
自
治
体

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
流
れ
の
中
、
住
民
を

中
心
と
し
た
住
民
自
治
の
拡

充
を
図
り
、
住
民
の
意
思
を

十
分
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み

作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
昨

今
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時

代
の
流
れ
の
中
、
本
町
も
自

治
基
本
条
例
制
定
に
向
け
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち

上
が
っ
た
と
聞
い
た
。

　

こ
の
自
治
基
本
条
例
と

は
、
町
の
最
高
規
範
と
し
て

制
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
住
民
と
行
政
、
議
会

の
関
係
を
強
化
し
、
我
が
町

を
今
以
上
に
よ
り
よ
い
も
の

に
す
る
た
め
の
条
例
と
認
識

し
て
い
る
が
、
自
治
基
本
条

例
制
定
に
向
け
て
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

Q

　
　
　
　

町
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
が
協
働
し
て
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

の
基
本
理
念
を
定
め
た
条
例

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

役
場
内
部
の
組
織
と
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
し
た
の
で
、
今
後
十
分
議

論
、
検
討
し
条
例
策
定
の
方

向
性
を
決
め
、
具
体
的
な
策

定
手
続
き
に
入
り
た
い
。
策

定
業
務
に
あ
た
っ
て
は
、
策

定
委
員
を
広
く
町
民
に
公
募

し
、
委
員
会
の
討
議
内
容
の

公
表
や
意
見
募
集
、
各
地
区

ご
と
の
住
民
意
見
交
換
会
の

開
催
、
定
期
的
な
委
員
会
機

関
紙
の
発
行
な
ど
積
極
的
な

広
報
活
動
を
展
開
し
な
が

ら
、
じ
っ
く
り
数
年
か
け
て

町
民
の
方
と
一
緒
に
な
っ
て

町
づ
く
り
の
枠
組
み
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

A

　
　
　
　

旧
東
伯
の
釛
の
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら

北
へ
直
進
し
一
時
停
止
。
逆

に
八
橋
方
面
か
ら
大
山
乳
業

の
直
売
所
の
と
こ
ろ
を
右
折

し
南
へ
直
進
、
三
保
集
落
を

通
過
し
一
時
停
止
。
倉
坂
方

面
か
ら
の
農
免
道
路
と
交
差

す
る
十
字
路
で
車
同
士
の
交

通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

過
去
に
は
死
亡
事
故
も
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。

　

上
郷
区
長
会
、
公
民
館
合

同
で
町
長
に
要
望
書
を
提
出

し
、
そ
の
回
答
に
よ
る
と
モ

ラ
ル
の
問
題
で
あ
り
、
手
の

打
ち
よ
う
が
な
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
の
現

状
で
は
今
後
も
事
故
が
起
き

る
可
能
性
が
あ
る
。
断
固
た

る
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Q

交通事故多発場所の対策はどうなっているのか
 手嶋議員

関係機関に要望していきたい 山下町長

　
　
　
　

信
号
機
の
設
置

な
ど
対
策
と
し
て

あ
る
わ
け
で
す
が
、
町
独

自
の
判
断
で
は
で
き
ず
八

橋
警
察
署
を
通
じ
て
公
安

委
員
会
の
了
解
が
な
い
と

設
置
で
き
な
い
状
況
で
あ

る
。

　

現
在
、
注
意
の
喚
起
の

看
板
を
設
置
す
る
な
ど
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
八
橋
警
察
署

と
協
議
し
て
西
側
の
ガ
ー

ド
パ
イ
プ
の
一
番
上
の
部

分
を
一
部
抜
く
な
ど
実
験

的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
関
心
を
持
っ
て

関
係
方
面
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

A

問題の交差点と設置された看板
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桑本　始 議員

山下一成 議員

地域資源（温泉）を活用した地域ビジネス
の創設

温泉資源については懐疑的である 山下町長

第１次総合計画の見直しについて

議会と連携、協働しながら進めていく 山下町長

　
　
　
　

昨
年
、
泉
源
調
査

報
告
に
基
づ
き
、
揚

水
試
験
を
実
施
さ
れ
、
安
田

地
区
に
福
祉
・
介
護
・
医
療

予
防
の
拠
点
施
設
を
創
設

し
、
源
泉
を
活
用
し
た
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
販
売
事

業
、
食
と
農
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
（
温
泉
と
農

村
レ
ス
ト
ラ
ン
）
を
さ
れ
て

は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
高
等
特
別
支
援
学

校
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
知
的
障

が
い
者
更
生
施
設
を
民
間
で

経
営
し
、
加
工
所
、
観
光
農

園
、
パ
ン
工
房
な
ど
高
齢
者

と
障
が
い
者
の
雇
用
の
場
を

確
保
す
る
な
ど
提
言
す
る
。

　

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

Q

　
　
　
　

拡
大
の
時
代
か
ら

縮
小
の
時
代
に
入

り
、
い
か
に
抑
制
的
に
政
策

を
考
え
る
か
、
政
策
資
源
を

ど
う
再
配
分
す
る
か
の
時
代

に
入
っ
た
こ
と
を
自
覚
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
実
効

性
の
あ
る
、
第
一
次
総
合
計

画
の
見
直
し
に
取
り
掛
か
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

町
長
の
決
意
を
伺
い
た
い
。

　

審
議
会
に
議
員
二
名
を
入

れ
る
気
持
ち
は
な
い
か
ど
う

か
。 Q

　
　
　
　

温
泉
を
活
用
し
た

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

設
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

取
り
組
む
勇
気
は
今
の
と
こ

ろ
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

今
は
、
地
元
企
業
と
の
連
携

を
大
切
に
し
て
、
例
え
ば
、

大
阪
に
お
け
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
的
な
も
の
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

高
等
特
別
支
援
学
校
開
校

に
よ
る
地
域
の
経
済
的
な
波

及
効
果
と
か
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
企
業
の
方
の
理
解
を

求
め
な
が
ら
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
き
た
い
。

　

町
内
の
人
と
知
恵
を
結
集

し
て
、
町
が
核
と
な
り
挑
戦

し
た
り
す
る
こ
と
も
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

A

　
　
　
　

三
割
自
治
と
言
わ

れ
る
地
方
財
政
の
中

で
ど
の
よ
う
に
皆
さ
ん
の
行

政
需
要
に
応
え
て
い
く
の

か
、
真
に
必
要
な
事
業
な
の

か
を
お
互
い
が
真
剣
に
考
え

て
み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
後
い
ろ
ん
な
組

織
を
編
成
す
る
場
合
に
、
議

会
の
皆
さ
ん
の
参
画
を
お
願

い
し
、
協
働
し
な
が
ら
論
議

し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

A
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九
月
議
会
に
お
い
て
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
二
一
年

度
一
般
会
計
決
算
、
八
橋
、
浦
安
、
下
郷
、
上
郷
、
古
布
庄
、

赤
碕
、
成
美
、
安
田
、
各
財
産
区
特
別
会
計
決
算
及
び
陳
情

四
件
に
つ
い
て
九
月
十
七
日
、
二
十
一
日
の
二
日
間
委
員
会
を

開
催
し
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
一
般
会
計
決
算
、
各
財
産

区
特
別
会
計
決
算
は
賛
成
多
数
で
認
定
し
、
二
十
四
日
最
終

日
の
本
会
議
で
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
二
十
二
年
陳
情
五
号

　

 　

公
契
約
条
例
制
定
等
に
関
わ
る
陳
情
は
全
会
一
致
で

採
択
と
決
し
ま
し
た
。

○
平
成
二
十
二
年
陳
情
六
号

　

 　

最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
と
安
定
雇
用
の
創
出
、
中

小
企
業
支
援
策
の
拡
充
・
強
化
を
求
め
る
陳
情
は
全
会

一
致
で
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

○
平
成
二
十
二
年
陳
情
九
号

　

 　

住
宅
撤
去
の
陳
情
は
継
続
審
査
と
決
し
ま
し
た
。

○ 

平
成
二
十
二
年
陳
情
十
二
号

 　

日
本
軍
「
慰

安
婦
」
問
題
の

解
決
を
め
ざ
す

法
制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳

情
は
趣
旨
採
択

と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長

 

小
椋
正
和

総　

務

教
育
民
生

　

本
会
議
に
お
い
て
審
査
付
託
さ
れ
た
請
願
一
件
、
陳
情
五

件
と
決
算
六
件
に
つ
い
て
、
九
月
十
六
日
と
十
七
日
の
二
日

間
委
員
会
を
開
催
し
、
議
員
四
名
の
紹
介
に
よ
る
、「
逢
束

保
育
園
の
早
期
改
築
に
つ
い
て
」
の
請
願
に
対
し
て
は
、
逢

束
保
育
園
、浦
安
保
育
園
を
現
地
視
察
の
上
審
査
し
た
結
果
、

逢
束
保
育
園
の
現
位
置
で
の
改
築
は
種
々
の
問
題
が
あ
り
、

ま
た
統
合
予
定
の
浦
安
保
育
園
で
の
増
改
築
は
考
え
て
い
な

い
と
の
執
行
部
の
説
明
を
受
け
今
し
ば
ら
く
検
討
を
要
す
る

と
、
継
続
審
査
と
決
し
ま
し
た
。
陳
情
五
件
は
、
採
択
二
件
、

不
採
択
一
件
、
継
続
審
査
二
件
と
決
し
ま
し
た
。
決
算
六
件

は
総
て
認
定
と
し
、
本
会
議
に
お
い
て
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
の
採
択
二
件
（
年
金
受
給
資
格
期
間
を

二
十
五
年
か
ら
十
年
に
短
縮
を
求
め
る
陳
情
、
二
〇
一
一

年
度
国
家
予
算
編
成
に
お
い
て
、
教
育
予
算
拡
充
を
求
め

る
陳
情
書
）
も
本
会
議
に
お
い
て
も
採
択
さ
れ
、
関
係
機

関
に
意
見
書
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
の
担
当
で
あ
る
、
町
民
生
活
課
、
健
康

福
祉
課
、
教
育

委
員
会
事
務
局

か
ら
、
当
面
す

る
課
題
に
つ
い

て
説
明
を
受
け

意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

委
員
長

 

高
塚　

勝

農
林
建
設

　

本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
平
成
二
十
一
年
度
一

般
会
計
決
算
（
農
林
建
設
部
門
）
お
よ
び
、
農

業
集
落
排
水
事
業
、
下
水
道
事
業
の
各
特
別
会

計
決
算
又
、
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
決
算

は
九
月
十
七
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
全
員
一

致
で
認
定
す
る
こ
と
に
決
し
、
二
十
一
日
に
総

務
常
任
委
員
会
（
一
般
会
計
決
算
の
み
）
に
結

果
報
告
を
致
し
ま
し
た
。

　

陳
情
第
四
号
「
備
蓄
米
買
い
入
れ
と
米
価
の

回
復
・
安
定
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
全

員
一
致
で
「
継
続
審
査
」
と
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
付
託
さ
れ
た
特
別
会
計
決
算
と
公
営

企
業
会
計
決
算
は
、
本
会
議
最
終
日（
二
十
四
日
）

に
報
告
し
ま
し
た
。

 

委
員
長　

桑
本　

始

総務常任委員会

逢束保育園現地視察

農林建設常任委員会
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山
陰
道
（
東
伯
―
中
山
間
）
が
、

来
年
三
月
開
通
見
込
み
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
町
で
は
、
琴
浦
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
別
所
地
内
）
の
隣

接
地
に
、
町
の
活
性
化
を
目
的
と
し

た
、仮
称「
琴
浦
町
地
域
活
性
化
施
設
」

の
設
置
が
決
定
し
現
在
、
各
担
当
課

で
申
請
手
続
き
な
ど
、
初
期
段
階
の

作
業
が
進
捗
中
で
す
。
議
会
で
は
、

町
の
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ

け
、
今
年
六
月
に
「
高
規
格
道
路
活

性
化
施
設
」
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
・
県
等
の
関
係
機
関

や
出
店
者
な
ど
の
関
係
者
と
の
協
議

内
容
に
つ
い
て
、
各
担
当
課
と
の
検

討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
開
設
に
向
け
、
多
く
の
課

題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
県
内
外

へ
の
発
信
の
核
と
な
る
施
設
と
し

て
、
早
期
完
成
を
目
指
し
委
員
一
同

努
力
す
る
所
存
で
す
。

 

委
員
長　

前
田
智
章

　

九
月
十
四
日
、
第
一
回
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

㈠ 　

総
事
業
費
約
十
五
億
円
を
か
け
新
庁

舎
を
建
設
し
、
分
庁
舎
は
現
状
の
ま
ま

残
し
ま
す
。新
庁
舎
に
は
防
災
セ
ン
タ
ー

を
併
設
し
て
敷
地
面
積
一
万
九
七
二
㎡

の
中
に
二
階
建
て
延
べ
二
九
六
〇
㎡
を

本
年
度
実
施
設
計
。
第
一
期
工
事
と
し

て
二
十
三
〜
二
十
四
年
度
に
新
庁
舎
建

設
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
改
修
す
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

㈡ 　

㈱
桑
本
総
合
設
計
よ
り
機
能
的
で
地

球
環
境
に
配
慮
し
た
「
エ
コ
庁
舎
」
を

創
造
す
る
、機
能
的
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
な

ど
を
設
計
図
を
中
心
に
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

㈢ 　

委
員
の
質
疑
を
受
け
ま
し
た
が
多
岐

に
わ
た
り
活
発
な
発
言
が
あ
り
、
執
行

部
、
設
計
者
の
答
弁
を
受
け
ま
し
た
。

㈣ 　

今
後
の
予
定
と
し
て
、
総
務
常
任
委

員
会
は
議
員
研
修
を
兵
庫
県
香
美
町
へ

先
進
地
視
察
し
ま
す
。

　

 　

町
民
の
皆
さ
ん
へ
新
庁
舎
建
設
、
地

区
説
明
会
を
町
は
計
画
し
て
い
ま
す
。

 

副
委
員
長　

金
田　

章

特 別 委 員 会 報 告

担当課から説明を受ける特別委員会

新庁舎のイメージ図

西側立面図

南側立面図

高
規
格
道
路
活
性
化
施
設
特
別
委
員
会

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
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今
年
は
春
は
寒
く
、
夏
は
猛

暑
の
連
続
で
皆
さ
ん
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
決
算
議
会

も
終
了
し
、
あ
ら
た
め
て
、
地

方
分
権
に
お
け
る
行
政
の
役
割
、

財
政
の
健
全
化
、
議
会
の
果
た

す
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
た
次
第
で
す
。

　

広
報
を
分
か
り
や
す
く
、
よ

り
内
容
の
あ
る
も
の
に
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
提
言

を
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

 

（
井
木　

裕
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

藤
堂　

裕
史

副
委
員
長　

山
田　

義
男

委
員　
　
　

井
木　
　

裕

委
員　
　
　

青
亀　

壽
宏

委
員　
　
　

高
塚　
　

勝

委
員　
　
　

語
堂　

正
範

（再生紙を使用しています）

印刷：勝美印刷㈱　〒682-0722　鳥取県東伯郡湯梨浜町はわい長瀬818-1

請　願　・　陳　情
［平成22年９月定例会］

あ
と
が
き

あ
と
が
き

番　号 件　　　名 提出者 委員会付託 結　果

22年請願第１号 逢束保育園の早期改築について

逢束保育園保護者会
 会長　桑本　康司　　ほか　　　
 紹介議員　藤本　則明　　福本　宗敏
 大田　友義　　石賀　　榮

教育民生 継続審査

22年陳情第４号 備蓄米買い入れと米価の回復・安定を求める陳情 農民運動鳥取県連合会 代表者　東田　　久 農林建設 継続審査
22年陳情第５号 公契約条例制定等に関わる陳情書 鳥取県労働組合総連合 議長　田中　　暁 総　　務 採　　択

22年陳情第６号 最低賃金法の抜本改正と安定雇用の創出、中小
企業支援策の拡充・強化を求める陳情書 鳥取県労働組合総連合 議長　田中　　暁 総　　務 採　　択

22年陳情第７号 保育制度改革に関する意見書提出を求める陳情書 自治労連鳥取県本部 執行委員長　植谷　和則 教育民生 継続審査
22年陳情第８号 子ども手当の廃止を求める意見書の提出に関する陳情書 日本の子供の未来を守る会 妹尾　順子 教育民生 不採択
22年陳情第９号 住宅撤去の陳情 赤碕大山町 区長　田中　健文 総　　務 継続審査
22年陳情第10号 年金受給資格期間を25年から10年に短縮を求める陳情 全日本年金者組合鳥取県 中部支部長　植田　　勉 教育民生 採　　択

22年陳情第12号 日本軍 ｢慰安婦｣ 問題の解決をめざす法制
定を求める意見書の提出を求める陳情

新日本婦人の会鳥取県本部
 会長　山内　淳子　ほか 総　　務 趣旨採択

22年陳情第13号 2011年度国家予算編成において、教育予算拡充を求める陳情書 鳥取県教職員組合中部支部 支部長　佐伯　英範 教育民生 採　　択

22年陳情第14号 新たな保育制度改革の導入に反対し、すべての子どもの健
やかな育ちを保障するための意見書提出をもとめる陳情書

公的保育制度を守り豊かな保育をもとめる鳥取県実行委員会
 代表世話人　入江　一枝 教育民生 継続審査

議
会
活
動

八
月

５
日
▼
国
土
交
通
省
要
望
（
東
京
）

６
日
▼ 

中
部
町
村
議
会
議
長
会
（
倉

吉
市
）

８
日
▼ 

麟
蹄
郡
訪
問
団
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン

10
日
▼ 

鳥
取
県
町
村
議
会
議
長
会
新

議
員
研
修
会
（
鳥
取
市
）

12
日
▼ 

中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
議

会
運
営
委
員
会
（
北
栄
町
）

15
日
▼ 

竹
歳
誠
さ
ん
を
励
ま
す
会（
倉

吉
市
）

20
日
▼
農
林
建
設
常
任
委
員
会

25
日
▼ 

高
規
格
道
路
活
性
化
施
設
特

別
委
員
会

　
　

▼
議
会
運
営
委
員
会

26
日
▼ 

第
６
回
琴
浦
町
議
会
臨
時
会

　
　

▼
全
員
協
議
会

　
　

▼
総
務
常
任
委
員
会

27
日
▼ 

琴
浦
町
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム

31
日
▼ 

鳥
取
県
町
村
議
会
常
任
・
議
会

運
営
委
員
長
研
修
会（
三
朝
町
）

九
月

３
日
▼
議
会
運
営
委
員
会

　
　

▼ 

中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
議

会
運
営
委
員
会
（
北
栄
町
）

　
　

▼　

〃　

定
例
会
（
北
栄
町
）

６
日
▼ 

一
般
国
道
９
号
東
伯
淀
江
間

高
規
格
改
築
促
進
協
議
会
総

会

12
日
▼
酒
井
・
片
桐
飛
行
士
慰
霊
祭

14
〜
24
日

　
　

▼
第
７
回
琴
浦
町
議
会
定
例
会

14
日
▼
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

16
日
▼
教
育
民
生
常
任
委
員
会

17
日
▼
総
務
常
任
委
員
会

　
　

▼
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　

▼
農
林
建
設
常
任
委
員
会

21
日
▼
総
務
常
任
委
員
会

24
日
▼ 

高
規
格
道
路
活
性
化
施
設
特

別
委
員
会

27
日
▼ 

倉
吉
江
府
溝
口
線
・
大
山
東
部

県
道
合
同
総
会
（
大
山
町
）

29
日
▼ 

中
部
議
長
会
議
員
研
修
会（
湯

梨
浜
町
）

30
日
▼ 

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会

十
月

１
日
▼
北
栄
町
合
併
５
周
年
式
典

５
日
▼
議
会
広
報
特
別
委
員
会

５
〜
８
日

　
　

▼
韓
国
麟
蹄
郡
訪
問

７
日
▼ 

東
伯
郡
身
体
障
害
者
福
祉
推

進
大
会

11
日
▼
第
３
回
シ
オ
レ
マ
ダ
ン

12
日
▼
議
会
広
報
特
別
委
員
会

13
日
▼ 

鳥
取
県
町
村
議
会
広
報
研
修

会
（
湯
梨
浜
町
）

15
日
▼ 

高
規
格
道
路
施
設
視
察
（
倉

吉
市
、
岡
山
ほ
か
）

16
日
▼
琴
浦
町
女
性
の
つ
ど
い

18
〜
19
日

　
　

▼ 

総
務
常
任
委
員
会
県
外
視
察

（
兵
庫
県
）

20
日
▼
議
会
広
報
特
別
委
員
会

26
日
▼
第
８
回
琴
浦
町
議
会
臨
時
会

27
〜
29
日

　
　

▼ 

教
育
民
生
常
任
委
員
会
県
外

視
察
（
奈
良
県
、
兵
庫
県
）

　
　

▼ 

農
林
建
設
常
任
委
員
会
県
外

視
察
（
長
野
県
、
静
岡
県
）

31
日
▼ 

地
方
発
の
分
権
型
社
会
を
考

え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
鳥
取
市
）

交通安
全
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